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ニ-

雜
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0
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M

し
て
は
四
分
內
外
の
荆
子
を
支
拂
ふ
と
同
時
に
借
主
よ 

b

林
锻
低
七
分
杓
外
よ
^
:

i 

.割

爾

後

の

利

子

令

徵

收

せ 

b
t
j

雖
も
、
预
金
利
子
ど
贷
付
利
子
ど
の
間
に
於
け
る 

此
三
四
分
の
開
き
は
鈒
行
が
ニ
掘
の
價
値
時
差
を
有
せ 

も
が
故
に
生
ず
る
も
の
に
非
ず
し
て
.、
此
等
差
は
銀
行 

が
借
主
よ
り
微
收
す
る
保
險
料
並
に
乎
數
料
を
構
成
す. 

i

も
の
な
&

ビ
す
。
換
言
す
れ
ば
一
定
の
時
に
は
ニ
定 

ー
の
偾
値
時
盖
を
有
し
ノ
之
よ
6

以
下
に
て
資
金
を
供
給 

す
る
者
あ
ら
ば
预
り
、
夫
れ
以
上
の
純
利
子
步
合
.

(

膂 

a

の
利
子
步
合
よ
り
保
險
料
並
に
手
數
料
の
率
を
控
除 

せ
る
も
の)

を
以
て
資
金
の
融
通
を
請
ふ
*

あ
る
^
き 

は
北
要
求
に
應
ず
る
も
の
な
り
ふ
す
。 

~ 

以
上
論
述
せ
る
所
簡
に
失
し
て
意
を
盡
さ
C

る
點
少
一 

か
、b
ざ
る
も
、
其
補
足
は
紙
而
の
都
合
に
依
b
他
日
に
一 

±

を
讓
ら
ん
ビ
欲
す
。

：

第
九
鑛
：

ir
H

IBJi

批

評

i

縐

介

宇
野
利
右
術
門
著『

職

エ

優

遇

法

之

根

據』

大
正
五 >

.

六

刀(

大
阪
市〕

H

業
敎
育
#
發
行 

猫
版
三
瓦
八
十
蒐
附
錄
四
十
八
頁
芷
惯
金
ニ
_
五
十
錢

本
書
は
我
國
特
純
の
勞
働
1

の
_

心

な

る

硏

究

者 

と
し
て
有
名
な
る
苹
野
氏
が
執
筆
し
つ
、
わ
る
全
編
一
一. 

十
四
册.
ょ
り
成
る
一
大
著
述『

職

.1
:
優
遇
論』

の
第
_-
*1 

.
篇
な
ぅ
と
す
。
第

;

篇

はf

職
工
間
®
解
決.
法』

ど
題 

し
て
大
正
四
年
十
月
上
梓
せ
ら
れ
し
が
ヽ
苔
人
は
同
年 

十
二
月
の
本
認
紙
上
に
於
て
其
所
論
の
梗
■
を
紹
介
せ 

P

O

著
漭
は
账
囘
發
表
せ
し
第
ニ
猗
に
於
て
職
エ
礙
遇 

法
の
發
逢
を
叙
説
し
、.
本
.年
十!

月
^
に
上
梓
す
可
ぎ 

馆
一
ー
ー
篇
に
於
で
職
H
M
ff
l
論
の
'根

抵

に

論

及

す

る

の

豫 

定
な
り
し
が
プ
第」

.
篇
R:
■於
て

著

者

が

力

說

せ

..る

職

11
:
 

0 '
饞
遇
論
だ
對
-(,
て
幾
多
の
人
土
が
批
！̂

加.
へ
杈
，る 

.
第

十

卷(

ー3 '
:1七)

-'
'l.批
評
ど
鉗
介

の.
み

な

ら

す

、

固

ょ

6
宇

野

^

の

持

說

に

對

し

で

は

有 

力

な

る

反

對

說

ゼ

懷

ぐ

漭

少

か

ら

ざ

る

を

以

て

、
成
は 

自

說

の

妥

罾

な

、る
デj

と

を

最

初

に

於

て

■
明

し

®
 く
の 

必
要
あ
思
惟
し
、旣
定
の
計
盡
を
變

H
し
て
ゝ
第 

三

篇

を

繰

上

げ

第

一

ー

篇

ど

な

し

-
茲

に

職

工

優

®

論
の 

根

據

を 
一
0

0

に

說

明

す

る

に

至

れ

る

も

の

な

6
9 

,
曩

に

本

誌

紙

上

に

於

て

紹

介.
せ

る

が

如

く

、
宇
野
氏 

が
' 本

# '
職

エ

0
狀

態

を

改

善

す

る

*
f i
t
の
方
法
ビ
し
て 

推

獎

す

る

はH

場

法

の

實

施

.又

は

職

工

組

合

の

獎

働

等
 

の
み
に
依
®
也
中

し

：て
、
職

工

に

對

す

る

傭

主

の

礙

遇 

を

主

法

く

し

、H

場
法.

職

H
M
合

等

を

ば

補

助

手

段 

と

し

て

用

ゆ

可

し

V」

云
ふ
に
在
吾
人
が
茲
に
紹
介 

す

る

第

二

篇『

職

工

優
®
法

之

极

據』

は
即
ち
此
所
說 

を

辯

譴

す

る

爲

：め

に

箸

は

さ

れ.
た

る

も
の
に
外
な
ら 

す
。著

者

は

：我

國

，の

勞

働

激

.の

勞

働

並

に

生

活

狀

態

の

改 

善

^

促

進

す

る

.
方
策
ビ.
じ.
てH

.

場
法
の
如
き
國
家
的
說 

備
苦
し
く
^
職
ェ
紙
合
0 ;
*1
き
自
]»
:的
又
は.
0:
衛
的
手

慶
淑
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段

ょ

寧

ろ

勢

働

考

に.
對
す
る
傭
主
の
自
發
：的
優
遇 

を
推
擧
す
る
理
由
ど
し
て
先
づ
我
國
に
於
け.
る
職
H
M
 

合
の
甚
だ
振
は
、ざ
る
の
み
な
ら
す
近
き
將
來
に
凝
T ，
も. 

大
に
發
達
し
有
力
な
る
勞
働
者
自
衛
の.
機
園

;̂な
る
可. 

き
見
込
な
き
の
ニ
事
を
擧
げ
た
り
:
°
而
し
て
職
工
組
<» 

が
我
國
に
於
て
振
は
ざ
る
原
因
は
著
渚
宇
野
氏
の
說
に.
. 

據
れ
ば
我
國
に
#
就
の
事
情
の
存
中
る
が
故
な
り
ビ
す 

i

は
即
ち
國
艮
思
想
上
の
缺
陷
是
れ
な
り
。
，職
工
組
合
，' 

の
發
達
を
妨
げ
た
る
國
民
思
想
上
に
缺
陷.V

J
し
て
宇
野 

氏
の
擧
げ
た
る
は(

甲)

あ
き
ら
め
の
陋
風
、(
乙)

勞
働 

を
賤
し
む
#
風
、(

丙)

‘職
工
が
責
任
を
襄
ん
せ
ざ
る
こ 

ど
即
ち
是
れ
な
り
ど
す
。
職
工
祖
合
木
振
の
原
阁
の
一
一 

は
職
工
組
織
の
弱
點
に
在
ぅ
。
職
工
組
織
の
缺
點
ビ
は 

S

職H

の
多
數
が
女
子
な
る
こ
ど
ノ
伪
職
T
;の
多
數
が
丨 

i

ll
i
的
出
稼
人
な
る
こ
^
、

⑶

寄

^

舍

生

活

を

爲

せ

る 

*
多
き
こ
と
、
⑷
職
エ
の
大
多
數
が
劣
等
な
る
こ
ビ
即 

も
是
れ
な
り
o
'

此
兩
原
因
以
外
！2
我
國
に
於
て
職
ェ
組. 

合
力
！

K

た
歐
來
谷
國.
に
於
け
る
が.
免
く
^
力
の
機
關VJ

す

第
九
號

V 

一
二
四
：

な
ら
？
る
现_

ビ
し
て
#
野
氏.
の
辟
：摘.
せ
る
は(

三)

. 

我
國
に
'は
未
だ
隙.
鱗
思
想
の.
發
生
せ
ざ
る
一j  

i

§

へ
 

一
般
祉
會
が
勞
勝
問
題
'を.
解
せ
ざ
る
こ
i
、(

五)

勞
働 

j

爭
議
に
關
し
て
新
亂
雜
誌
記
砻
が
不
注
意
不
識
愼
の
態 

度

^

持

し

同

服

罷

ェ

の

狀

態

等

を

針

小

棒

大

に

報

道

癒 

議
す
る
こV

J.、 (

六)

'
職
工
：組
合
は
國
體
並
に
國
民
性
ど 

j

栩
容
れ
ざ
る
こ
^:
:
等
な
り
。
'

而
し
て
著
奢
の
説
'.に
據
れ
ば
、
此
最
後
の
職
工
組
合 

一
の
發
達
i
我
國
體V

J .
國
民
性V

J

相
容
れ
ざ
る
の
、5

は 

\ 

f

茴.
に
於
て
職
ェ
組
合
の
如
き
自
助
的
救
濟
法
並
にH

 

場
法
0:
如
き
國
家
的
即
ち
强
.制
的
救
濟
法
の
無
効
を
暗 

示
す
る
ビ
同
時
に
又「

方
に
於
て
は
歷
傭
主
の
職
ェ
優 

|
遇
を
可
ビ
す
る
0
積
極
的
理
凼
な
り
と
す
。
日
ぐ
ノ
我 

國
民
は
世
界
に.
比
類
な
；き
皇
室
を
上
に
戴
き
燃
ゆ
る
.が 

炎
き
忠.
君
K
國
の
熱
情
を
^
す
る
天
皇
の
赤
子
ょ
り
成 

る
’を
，以
て
’、.

'®H

組
合
の
如
き
資
本
主
對
勞
働
ギ
？
問
の 

爭
闘
に
'侬
卜
：て
職
ェ
問
題
を
解
決
せ
ん
ヾ」

試
.

み

る
ょ
り. 

は
¥
ろ『

我
大.
日
本
皇.
國
の
建.
國

：の

理

想

、
滕

史

の

壞

實

；

パfマ厂1 '”ぐ，乃伙吩て5テ;ザ掛̂ ^ 被- ^ ^ 怒̂ ^欲断诞ポ摩沒勒ギ辦紗物̂®が̂ ^ ^ ^ 了， 
5 い -̂  4 ノ 、

VI ネ ：u, - ■ \ -

に
順
ひ
歷
者
も
被
雇
者
も
愛
敬
の
和
魂
を
以
て
亙
に
相 

露
し
®
家
も
亦
一
視
同
仁
の
心
を
以
て
こ
れ
を
輔
導
獎 

膽
し
» :
會
の
人
々
も
亦
れ
各
自
の
分
し
應
じ
て
血
族
た
：

天
# .
陸
下
の
#
子

た

る

_

®

の

爲

め

に

の
 

增
進
に
力
を
*
す』

に
苦
か
ざ
る
な
ぅ
。
加
之
、
我_

民
性
も
亦
職
工
間
題
の
解
決
を
ば
雇
主
並
に
被
雇
人
間j  

の
利
己
的
折
衝
に
之
を
來
め
ず
し
て
寧
.ろ
兩
者
間
の
融 

和
殊
に
後
渚
に
對
す
る
前
者
の
愛
他
*
的
態
度
に
之
を 

求
む
に
適
せ
5
。
面
し
て
著
遨
が
我
國
段
性
ど
し
て
擧 

ぐ
る
は(

一)

忠
誠
心
、(

ニ)

潔
0
を
尙
ぶ
心
バ
三)

一 .  

丽
先
を
错
び
家
名
を
重
ん
す
る
心
、(

四)

瑕
實
を
重
ん

\

 

中
る
心
、(

五)

良
然
に
對
す
る
愛
好
心
’''.(

六)

樂
天
快 

濶
の
性
®
、(

七)

鋭
敏
な
る
性
^
、(

八)

同
化
カ
强
き 

性
質
、(

九)

情
緖
的
な
る
事
の
九
個
の
特
性
及
び
總
て
ノ
 

こ
れ
に
#
ふ
美
點V

J

缺
點
な
り
ど
す
。
.

然
か
も
著
者
の
重
き
を
置
く.
雇
主
の
職
エ
優
迥
は
單. 

純
な
る
雁
主
愛
他
心
に
其
基
礎
を
求
む
る
も
の
に
#
ず 

し
て 

> 
著

者

は

加

藤

弘

之

博

土

の

說

を

論

據

<£
し

て
* ;

、
笫

十

卷(一

三11

九)

批
評
と
^
介

他
心
七.(

3

感
情
的
、0D
 
.知
略
的
、(

三
>
.
敎
養
的 

の一

一I

種
の
區
別.
を
！8

め
ヽ
職
ェ
に
對
す
る
ェ
場
主
の
礙 

遇
的
精
神
も
此n

!  
0

 
.の.
愛

他

心

.に

其

基

礎

を

有

す

る

も 

の.
な
6
ど
せ
ぅ
。
筚

一
の
感
情
的
愛
他
心
ど
は
單
純
な 

る
溫.
情
に
過
ぎ
ざ
る
\

第

二

の

知

略

的

愛

他

心

.ビ
は 

他
人
を
好
遇
す
る
こ
ビ
が
自
己
に
取
り
て
有
利
な
；る
場 

合
に
人
の
懷
く
も
の
に
し
て
、
第
三
の
敎
養
的
愛
他
心 

i
は
宗
敎
".

售

敎

等

が

..人

爲

的

に

獎

勵

發

達

せ

し

む

る 

も
の
を
云
ふ
。
而
し
：て
第1

の

感

情

的

愛

他

心

.は

少

數 

の-
<
に
對
し
で
實
行
せ.
ら

る

、
も:0
に
し
て
、
何
人
ど 

雖
も
無
數
の
人
に
對
し
て
均
し-
く
個
人
的
®
情
を
懷
く 

は
不
可
能
な
り
。
從
つ
て
若
し
大H

場
主
が
單
.に
此
感 

情
的
齋
他
心
を
有
す
夺
に
止
ま
ら
ば
> 
多
數
の
職
工
は 

其
恩
恵
に
浴
：す
る
こ
，ビ
を
得
ざ
る
可
し
。
さ
れ
ど
、
知 

略
的
敎
養
的
裝
他
心
は
相
手
の
人
數
の
多
少
を
間
は
す 

し
て
行
は
る
、
も
の
な
る
を
以
て
、
此
兩
職
の
愛
他
心 

に.
基

づ

く

ェ

場

主

の
^
«
#
«
皿
の
精
趣
は
良
好
，の
結 

果
を
齎
ら
す
に
至
る
可
し
。
：

.
笫
九
*■
二
S
 

.
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蓊
考
は
最
後
1'
1
.

&

に
於
け
る
ェ
業
寒
の
職
ェ
優
遇 

..
の
數
#»
を
泰
げ
^
制
舉
の
]>
1
好
な
^
し̂
、̂'
>7
し

:
我
國 

の
職
工
問
題
の
解
決
法
^
U
V
は
職
工
優
遇
が
以
て
最 

も
称
効
な
り
ビ
カ
說
：せ
6
P
倚
ほ
卷
尾
に
は
第
一
篇 

『

職
H
I.
HJ
題
解
決
法』

に
對
す
る
諸
新
聞
雜
誌
の
批
評
を 

錄
載
す
。

.

以
上
はr

職

工

優

遇

法

之

根

據
J

所
說
の
大
要
な
る
.が 

菩
人
は
我
國
の
職H

問
題
の
解
決
に
は
ェ
場
法
>
職
ェ 

a

合
並
に
職
工
優
遇
の
三
著
を
必
要
と
す
る
も
の
な
り 

ど
の
蓊
漭
の
意
見
に
對
し
て
は
赞
成
ず
4

も
、
藩
者
が 

典
巾
職H

優
®
の
み
を
力
說
し
て
他
の
雨
解
決
法
を
ば 

%

ん
ど
無
視
す
る
の
み
な
ら
ず
、
動
も
す
れ
ば
雨
者
殊 

に
職
ェ
組
合
を
以
て
命
く
無
効
な
る
解
決
^

段
ビ
•看
做 

，さ

ん
ビ
す
る
が
'
如
き
態
度
を
：：小
せ
な
を
遺
慽
巴
せ
ざ
る

 

を
得
ず
。著
濟
は
我.
國
0'

職

工

問

題

の

，解

決

に

は

.

國
家
、
 

一
般
8I-

會
ゝ
ェ
揚
主
、
職
X

自
身
の
四
潜
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、
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狗
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膦
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。
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。
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ビ
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ら
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嫺
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。
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篇
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觀
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又
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